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新
時
代
を
構
築
す
る
大
学
間
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て

―
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
試
み
―

学
長　

須 

賀 

英 

之

　

栃
木
県
内
高
等
教
育
機
関
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と

ち
ぎ
」
が
発
足
し
て
、
５
年
目
を
迎
え

た
。
こ
の
間
、
各
種
の
事
業
委
員
会
の

立
ち
上
げ
に
よ
り
、
単
位
互
換
・
図
書

館
の
共
同
利
用
か
ら
は
じ
ま
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
授
業
・
「
と
ち
ぎ
学
」
等
の
創

設
、
内
外
の
交
流
を
深
め
る
セ
ミ

ナ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
県
内

高
校
と
の
意
志
疎
通
、
学
生
活
動
へ
の

支
援
等
、
着
々
と
活
動
領
域
を
広
げ
て

き
た
。
ま
た
、
産
学
官
連
携
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
と
の
統
合
等
に
よ
り
、
県

や
地
域
経
済
団
体
等
と
の
連
携
も
活
性

化
さ
れ
て
き
た
。

  

こ
れ
ま
で
、
各
学
府
が
独
立
思
想
で

高
等
教
育
を
築
い
て
き
た
の
に
対
し
て
、

そ
れ
を
礎
に
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

既
存
の
大
学
に
対
す
る
概
念
を
発
展
さ

せ
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
大
学
改

革
、
学
部
学
科
再
編
、
異
分
野
間
交
流
、

学
際
的
分
野
の
台
頭
な
ど
の
近
年
の
動

き
と
併
走
す
る
新
た
な
学
術
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
、
今
後
、
ま
す
ま
す
重

要
性
を
増
す
で
あ
ろ
う
。
「
産
・
官
・

公
」
共
働
に
代
表
さ
れ
る
交
流
や
地
域

の
歴
史
産
業
に
対
す
る
価
値
の
再
評
価

な
ど
、
市
民
生
活
の
視
点
に
基
づ
く
社

会
的
潮
流
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

  

文
部
科
学
省
の
提
示
す
る
「
戦
略
的

大
学
連
携
支
援
事
業
」
な
ど
の
新
し
い

構
想
を
実
践
す
る
た
め
、
栃
木
県
と
い

う
立
地
・
風
土
を
鑑
み
な
が
ら
咀
嚼
実

践
す
る
基
盤
と
し
て
の
「
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
」
の
存
在
意
義
、

つ
ま
り
、
使
命
は
き
わ
め
て
大
き
い
も

の
が
あ
る
。

  

幸
い
本
県
の
高
等
教
育
機
関
は
、
そ

れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
幅
広
い
分
野
で
優
れ

た
独
自
の
教
育
研
究
資
源
を
有
し
て
い

る
。
よ
っ
て
、
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

構
成
す
る
各
高
等
教
育
機
関
は
、
人
材

や
学
部
学
科
の
特
質
を
総
括
的
、
機
能

的
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
さ
ら
に
、

充
実
し
た
大
学
間
企
画
を
模
索
し
、
教

職
員
は
じ
め
関
係
者
す
べ
て
の
共
通
認

識
の
下
に
組
織
的
強
化
を
図
り
、
地
域

振
興
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
栃
木
の

教
職
員
・
学
生
」
で
あ
る
こ
と
の
誇
り

と
自
信
を
確
立
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

宇
都
宮
共
和
大
学

宇
都
宮
短
期
大
学



大学コンソーシアムとちぎ

学生生活支援事業
機　

関　

名　

宇
都
宮
大
学

団
体
等
名　

ラ
イ
フ
Ｕ

学
生
代
表
者　

石
原　

優

 

　
　

宇
都
宮
大
学
大
学
院

 

　
　

教
育
学
研
究
科
特
別

　
　
　
　
　
　

支
援
教
育
専
修
1
年

責
任
教
職
員　

梅
永
雄
二

 

　
　

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

支
援
金
額　

１
０
０
，０
０
０
円

実
施
期
間　

平
成
20
年
４
月
26
日

　
　
　
　
　

  

〜
平
成
21
年
３
月
31
日

実
施
場
所　
各
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
支

　
　
　
　
　
　

援
機
関
、
宇
都
宮
市
冒

　
　
　
　
　
　

険
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど

事
業
の
内
容
等

●
シ
ェル
タ
ー
訪
問（
６
月
：
小
山
市
市

　

役
所
別
館
）

●
夏
合
宿
に
向
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

　

修（
全
４
回
：
東
京
都
北
区
男
女
共

　

同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

●
学
習
支
援
（
通
年
：
自
立
援
助
ホ
ー

　

ム
星
の
家
、シ
ェル
タ
ー
等
）

●
夏
合
宿（
８
月
：
宇
都
宮
市
冒
険
活

　

動
セ
ン
タ
ー
）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修（
全
４
回
：
小
山

　

市
文
化
会
館
な
ど
）

●
ク
リ
ス
マ
ス
会（
12
月
）

　

①
幼
年
対
象
（
小
山
市
男
女
共
同

　
　

参
画
セ
ン
タ
ー
）

　

②
青
年
対
象
（
小
山
市
市
役
所
別

　
　

館
３
階
）

●
映
画
上
映
会（
２
月
：
宇
都
宮
大
学
）

●
各
活
動
の
ほ
か
、
常
時
少
年
の
生
活

　

状
態
に
応
じ
学
習
支
援
、
見
守
り
を

　

行
って
き
た
。

子
供
た
ち
の
Ｄ
Ｖ
被
害
を
な
く
そ
う
！

こ
ど
も
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
宇
都
宮

機　

関　

名　

宇
都
宮
共
和
大
学

団
体
等
名　

松
本
晃
子
ゼ
ミ

学
生
代
表
者　

阿
部
友
美

 

　
　

宇
都
宮
共
和
大
学

　
　
　
　
　
　
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
学
部
３
年

責
任
教
職
員　

松
本
晃
子

 

　
　

宇
都
宮
共
和
大
学　

　
　
　
　
　
　

専
任
講
師

支
援
金
額　

１
０
０
，０
０
０
円

実
施
期
間　

平
成
20
年
８
月
３
日

実
施
場
所　
宇
都
宮
共
和
大
学

　
　
　
　
　
　

宇
都
宮
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ

　
　
　
　
　
　

 

ス
ロ
ビ
ー

事
業
の
内
容
等

●
伝
統
工
芸「
宮
染
め
」の
生
地
を
使
っ

た
ウ
ェア
の
市
民
への
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
フ

ァッ
シ
ョン
・
シ
ョ
ー
を
開
催
。

　

メ
ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
・
チ
ル
ド
レ
ン

の
ウ
ェア
を
荒
井
沙
羅
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
に
よ
る
企
画
で
紹
介
。

シ
ョ
ー
の
企
画
や
モ
デ
ル
に
学
生
と
取
り

組
み
、
宇
都
宮
市
内
の
協
力
ス
タ
ッフ
と

も
連
携
し
な
が
ら
宮
祭
り
の
最
終
日
に

新
し
い「
宮
染
め
」作
品
と
し
て
紹
介
。

　

福
田
県
知
事
、
金
子
県
議
会
議
員
、

佐
藤
市
長
に
も
ご
来
訪
い
た
だ
き
、
伝

統
工
芸
の
新
し
い
展
開
を
見
て
い
た
だ

け
た
。

　

報
道
で
は
下
野
新
聞
他
掲
載
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
。

伝
統
工
芸『
宮
染
め
』生
地
に
よ
る

エ
コ
ウ
ェ
ア
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
実
施

機　

関　

名　

宇
都
宮
大
学

団
体
等
名　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ち
ぎ
生
涯　

　
　
　
　
　
　

学
習
研
究
会

学
生
代
表
者　

風
間
裕
照

 

　
　

宇
都
宮
大
学
教
育
学

　
　
　
　
　
　

部
学
校
教
育
専
攻
４
年

責
任
教
職
員　

藤
井
佐
知
子

 

　
　

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

支
援
金
額　

１
０
０
，０
０
０
円

実
施
期
間　

平
成
20
年
12
月
13
日

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
20
時

実
施
場
所　
宇
都
宮
大
学　

大
学
会

　
　
　
　
　
　

館
内
食
堂 

及
び
体
育
館

事
業
の
内
容
等

●
第
一
部「
学
生
の
力
で
緑
を
育
て
る
為

の
（
グ
リ
ー
ン
ベル
ト
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
）」
に
お
い
て
県
内
の
学
生
バ
ン
ド

を
招
い
て
参
加
者
に
環
境
保
護
や
植
樹

活
動
の
大
切
さ
を
訴
え
て
頂
き
ま
し
た
。

第
二
部 

「
環
境
問
題
に
関
す
る
講
演

会
」で
は
、
社
団
法
人
栃
木
県
造
園
建

設
業
協
会
会
長
高
梨
道
太
郎
様
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
足
尾
に
緑
を
育
て
る
会
会
長
神

山
英
昭
様
、
宇
都
宮
市
環
境
部
長
小

平
秀
行
様
を
お
招
き
し
て
環
境
問
題

に
対
し
て
、
植
樹
活
動
や
栃
木
と
い
う

自
然
に
多
く
恵
ま
れ
な
が
ら
も
負
の
遺

産
と
も
言
わ
れ
る
足
尾
地
区
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

第
三
部
で
は
親
睦
会
を
通
し
、よ
り
一層

の
大
学
間
や
地
域
の
理
解
を
深
め
あ
い

ま
し
た
。

　

活
動
実
施
状
況
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ち
ぎ
生

涯
学
習
研
究
会
の
母
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
ち
ぎ
生
涯
学
習
研
究
会
Ｈ
Ｐ

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

http://w
w
w
.geocities.jp/

npo_lsst/supporter.htm

）

緑
を
育
て
る
た
め
の
地
域
交
流
会

機　

関　

名　

宇
都
宮
共
和
大
学

団
体
等
名　

松
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

学
生
代
表
者　

金
坂
一平
・
佐
藤
良
昭

 

　
　

宇
都
宮
共
和
大
学
３
年

責
任
教
職
員　

松
田
さ
お
り

 

　
　

宇
都
宮
共
和
大
学

支
援
金
額　

１
０
０
，０
０
０
円

実
施
期
間　

平
成
20
年
７
月

　
　
　
　
　

  

〜
平
成
21
年
３
月

実
施
場
所　
宇
都
宮
市
内
、

　
　
　
　
　
　

東
京
都
内

事
業
の
内
容
等

●
概
要　

商
店
街
や
商
業
地
区
の
な

か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
地
域
の

人
々
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

の
役
割
を
持
つ
の
が
喫
茶
店
で
あ
る
。こ

の
調
査
研
究
で
は
、
単
な
る
飲
食
の
場

と
し
て
の
喫
茶
店
で
は
な
く
、
こ
れ
を

人
の
居
場
所
、
交
流
の
場
所
と
し
て
の

あ
り
方
を
考
え
、
愛
着
が
も
て
か
つ
心

地
の
良
い
場
所
を
ま
ち
に
つ
く
り
だ
す

こ
と
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
、
宇
都
宮

市
内
の
喫
茶
店
の
社
会
的
な
役
割
に
つ

い
て
調
査
し
た
。

●
内
容　

具
体
的
な
調
査
研
究
の
内

容
は
、
次
の
３
つ
で
あ
っ
た
。①
宇
都
宮

市
中
心
部
の
喫
茶
店
の
観
察
調
査
を

行
な
っ
た
。ま
た
宇
都
宮
共
和
大
学
生

を
対
象
に
、
頻
度
や
同
業
者
な
ど
喫
茶

店
利
用
に
つ
い
て
の
質
問
紙
調
査
を
行

な
っ
た
。②
①
の
結
果
を
も
と
に
市
内

喫
茶
店
の
諸
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
。

③
②
を
東
京
都
武
蔵
野
市
の
特
徴
あ

る
喫
茶
店
と
も
比
較
し
た
。

宇
都
宮
に
お
け
る

喫
茶
店
の
社
会
的
な
役
割
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

事 業 名

事 業 名事 業 名

事 業 名



専門委員会
の活動

１．主催・共催事業 
 ● 宇都宮共和大学シティライフ学シンポジウム （7月3日（木）開催） 
      ～サステナブル都市を目指してー宇都宮都市圏のまちづくり～
 ● 宇都宮大学「国際キャリア合宿セミナー2008」～国際舞台で活躍をめざす若者たちへ～
 （9月20日～（土）22日（月）開催） 於：栃木県青年会館 95名参加
 ●（社）栃木県経済同友会産業政策委員会 「山梨大学iien.Y視察」 
    （９月５日（金）～6日（土）開催） 
 ● 3月10日足利工業大学で産学振興交流会開催
　まちづくりへの地域資源活用の試み講演会及び交流会

２．その他の事業
 ●「大学コンソーシアムとちぎ」 のホームページ更新
 ● 第5回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム参加
    （12月13日～14日 名古屋大学）

地域連携
事業委員会

産学官連携
サテライトオフィス
事業委員会

広　報
事業委員会

大学間連携
事業委員会

平成２０年度事業報告

9月16日（火）10：00～第1回事業委員会
〇平成20年度「学生活動支援事業」の実施 3大学、5件支援
〇連携講座の実施 11大学等、56科目開講 他機関受講者 13名
　オリジナル授業の実施 2大学、5科目開講 社会人9名参加
〇大学を超えた共同研究支援事業の実施 4大学、5件支援
〇21年度連携講座、オリジナル授業広報用パンフ

9月16日（火）第1回事業委員会
2月13日（金）第2回事業委員会
〇宇都宮地区「栃木県地域ブランド最下位脱出シンポジウム」
　（栃木県経済同友会主催）パネリスト、コメンテーター派遣
〇とちぎ観光資源活用研究会（産学官連携サテライトオフィス事業委員会と協働）
　4月24日定例会議、会員への意向調査アンケート作成
〇大田原地区「産学官連携推進フォーラムIN大田原」に参加
〇第5回学生＆企業研究発表会（産学官連携サテライトオフィス事業委員会と共催）学生研究発表26件、
　学生ポスター発表14件、企業ポスター発表6件、参加者約270名
〇（社）栃木県経済同友会産業政策委員会「山梨大学iien.Y視察」
　（9月5日（金）～6日（土）開催）に参加

6月6日（金）第1回事業委員会
9月30日（火）第2回事業委員会
〇相談件数165件
〇とちぎ観光資源活用研究会（地域連携事業委員会と協働）
　4月24日定例会議、会員への意向調査アンケート作成
〇第5回学生＆企業研究発表会（地域連携事業委員会と共催）学生研究発表26件、学生ポスター発表14件、
　企業ポスター発表6件、参加者約270名
〇（社）栃木県経済同友会産業政策委員会「山梨大学iien.Y視察」
　（9月5日（金）～6日（土）開催）に参加
〇福島大学60周年記念シンポジウム参加
〇季刊誌とちぎキャンパスネット発行（地域連携事業委員会と協働）4回発行
〇商品化支援検討勉強会定例会議2回
〇事業委員会活用の説明4回実施
〇大平町及び大平町商工会と産学官連携友好協定の締結

〇大学コンソーシアムとちぎホームページの管理充実
〇高校生向けパンフレット作成及び発送
〇大学コンソーシアムとちぎポスター（修正版）



大学コンソーシアムとちぎの
ホームページが　　　
　　　公開されています。

チェック！

大学コンソーシアムとちぎ参加校大学コンソーシアムとちぎ参加校大学コンソーシアムとちぎ参加校

　キンモクセイの香りや鈴虫の声に秋らしさを感じる今日この頃です。
　「大学コンソーシアムとちぎ」も発足以来５年目を迎え、各事業に取り組んでまいりました。関係者の皆様には、事務局担
当といたしましてご協力、ご指導に対し、厚く御礼申し上げます。
　さて、５年目を迎え、県民・市民の方々に大学コンソーシアムとちぎの知名度は浸透してきたと思っております。しかし、大
学コンソーシアムとちぎ本来の存在意義を果たすための豊富な人材資源やそれぞれ特色ある幅広い分野で優れた独自の
教育研究資源を有していることを本当に知られているのか、また、知っているのか。県民・市民の方々からは、そういうことを
聞くことが少ない。
　とちぎ県は、イメージが弱い・ＰＲ下手とも言われがちですが、本県の魅力をＰＲするためにも、まずは、自分たちが住むま
ちや地域のことを多くの方にもっと知ってもらっていかなくては成らないと思います。事務局を担当する者としては、この点
をどのように具体化していくかが課題であると認識しております。多くの関係者の方にご協力を得るべく努力しますのでご
支援方よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局担当　　原　正巳
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大学コンソーシアムとちぎ役員（平成21年9月1日現在）

大学コンソーシアムとちぎ事務局（平成21年9月1日現在）
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進村　武男
牛山　　泉
北島　政樹
太田　　周
栗原　俊夫
須賀　英之
上野　孝子
苅谷　勇雅
久保　　紘
中村　幸弘
輿水　　優
高久　史麿
冲永　佳史
寺野　　彰 
森山　眞弓
上野　憲示
鯨井　佑士
高橋　正英
板橋　敏雄
馬場　敬信
内野　直忠
関澤　　繁

現在、宇都宮大学産学地域連携課が担当しております。

宇 都 宮 短 期 大 学

國學院大學栃木短期大学

自 治 医 科 大 学

放送大学栃木学習センター

http://www.consortium-tochigi.jp/

　大学コンソーシアムとちぎではホームページ

を公開しております。大学コンソーシアムにつ

いてはもちろん、学生のみなさんには連携講座

のシラバスが掲載されており、高校生や社会人

の方も受講可能なオリジナル授業科目の申込も

こちらから出来ます。

　また、加盟する各大学の最新情報や、オープ

ンキャンパス情報もチェックできます。




